
 

 

２０２６年５月１２日 

玉島信用金庫 

 

「ソーシャル企業認証制度（S認証）」 

“世のため人のため”に取り組む企業が認証されました（2026 年 2 月分） 

 

  玉島信用金庫は、2024 年 4 月に連携協定を締結した一般社団法人ソーシャル企業認証機

構が評価・認証している「ソーシャル企業認証制度（S認証）」において、“世のため人のた

め”に取り組む企業の認証取得をサポートしております。 

 このたび、同機構において、当金庫取引先である 1社が認証されたことをお知らせいたし

ます。認証を受けた企業は以下のとおりです。また、認証を取得した企業を訪問し、認証状

を授与いたしました。 

なお、認証企業数は、2026 年 2月末時点の累計で当金庫取引先では 28 社、機構全体では

1,650 社となりました。 

 

【認証企業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社妹尾酒造本店 

 

 

※敬称略 

 

 

 株式会社妹尾酒造本店は、1904 年の創業以来、120 年以上にわたり、倉敷市玉島・南浦地

区で酒づくりを続けてきました。創業当時から変わらぬ味を守り続けており、主力商品の一

つである「純米本味醂」は、国産もち米、米麹、米焼酎のみを使用し、添加物を一切使わな

い昔ながらの伝統製法で、数年～10 年間じっくり熟成させて醸造しています。 

代々受け継いできた酒づくりを行う一方で、現在は「地域産業の衰退」と、それに伴う「文

化の喪失」という社会課題に直面しています。かつて、同地域の全盛期時には、酒の蔵元が

20 数社、醤油や酢を入れると 30 社以上の蔵元がありましたが、時代の変化により蔵元が

次々と姿を消し、今では当社のみが残る状況となりました。このままでは、地域に根付いて

きた伝統技術や酒づくりの文化そのものが失われてしまいます。 
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 そのような現状の中、課題解決に取り組むきっかけとなったのは、地域住民や元蔵人から

「このままではこの土地の酒が途絶えてしまう。」という声を聞いたことです。長年受け継

がれてきた技と想いを絶やさず未来へつなぐことこそ、地域に残された最後の蔵としての

使命であると強く感じるとともに、酒づくりが単なる産業ではなく、地域の歴史・文化・誇

りそのものであると再認識しました。当社はたった一社になった今だからこそ、昔ながらの

伝統製法を守りながら新たな価値を創り、地域の文化を次世代につなぐ役割を果たすべき

だと考えています。 

 地域の酒づくりの文化を守り継ぐために、当社が最も重視しているのは、「まず知っても

らうこと」です。伝統製法を守り続けても、その価値が認知されなければ文化は次第に消え

てしまいます。そこで、地域の歴史や酒の魅力を広く伝えるため、「Web サイトや SNS を活

用した情報発信」、「蔵見学や試飲会を通じた酒づくりに触れる機会の提供」、「玉島・南浦地

区を巡る歴史散策ツアーの開催」に取り組んでいます。 

 その結果、当社の活動が新聞や情報誌、地域のウェブメディアなどで取り上げられ、これ

まで接点のなかった発酵文化に興味を持つ若年層かつ健康志向の消費者との接点が生まれ

ました。その他、調味料として「本物の素材」を求める食品事業者と連携し、当社の主力商

品である本味醂を軸に、菓子や加工食品、飲料など調味料の枠を超えた新商品の開発を進め

ています。 

 今後は、SNS を活用した情報発信を強化し、製造工程や蔵の歴史、季節ごとの仕込みの様

子など、他では得られない“蔵の日常”を発信することで、地域の酒文化や伝統技術、本味

醂の魅力をより広く、より深く伝えていきます。また、本味醂を使ったレシピ動画や、地域

の食材と組み合わせた料理など、生活に直結する情報を提供することで、若い世代や地域外

のユーザーへの認知拡大を図ります。さらに、フォロワーとの双方向コミュニケーションを

重視し、質問への回答やライブ配信を通じて、商品そのものだけでなく、地域の酒文化に共

感するファンを育てていきます。 

 

 

今後、一般社団法人ソーシャル企業認証機構（https://besocial.jp※）および当金庫のホ

ームページにおいて、認証企業各社をご紹介していく予定となっております。 

 

※リンク先の情報につきましては、ご利用者自身の責任の上でご利用ください。 

 

以  上 

 

本件に関するお問い合わせ先（ＴＥＬ ０８６－５２６－１３５５） 

ソリューション部   東 
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